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新型インフルエンザ等対策推進会議（第３回）
（令和５年10月16日）

資料５



本日お話したい内容

• 平時における準備の重要性

– PPE等などの備蓄

– 事前の医療機関との協議の重要性

• 一般医療との両立の視点の重要性

– 計画策定にあたっての病院現場との十分な話し合い

– 医療資源は有限であることの認識

– 医療体制のキャパを超えないよう感染制御する必要性

• 医療現場の余力の確保の重要性

– 特に急性期医療現場の経営面での余力の必要性
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名古屋記念病院

• 病床数416床

• 急性期一般入院基本料１

• DPC標準群

• 総合入院体制加算3

• 臨床研修指定病院

• 地域医療支援病院

• 地域災害拠点病院

• 愛知県がん診療拠点病院

• 救急車受入れ約6000台/年

新型コロナ初期対応（2020）

2.21 帰国者接触者外来開設
3.1 新型コロナ患者入院受入開始

7.27 愛知県より重点医療機関、
協力医療機関指定。
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一般医療との両立の重要性

• コロナ対応では一般医療との両立の重要性が
当初軽視された。

• コロナ病床確保が政策的に最優先され、一般
医療、救急医療に大きな影響がでた。

• 今後の病床確保（協定締結）においては、一
般医療、特に救急医療との両立に配慮が必要。
– 確保病床数ありきで、短期間での都道府県の計画
策定は、救急医療含む一般医療に大きな影響が出
る可能性があり、しっかりと協議することが必要

5



第3回第8次医療計画等に関する検討会資料（2021.10.13） 千葉市消防局資料



急性期病院の経営状況

7厚生労働省医療経済実態調査から作成

コロナ補助金
除く総損益差
額




